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The Future We Want

学校HP

1２/１２（金）チャレンジ・ランニング大会を開催しました。気温７度、さらに北風も追い打ちし、厳しい
寒さとなりましたが、子供たちは風に向かって元気に走り出しました。
チャレンジ・ランニングには、３つの目的があります。１つ目は、「自分のペースで走る」こと。子供たち
は、自分のペースを調整し、最後まで走り抜き、体力を高めることができました。２つ目は、「たくましい
心をつくる」こと。ゴールを目指して、困難を乗り越える力や、最後までやりぬく力を高めることができ
ました。３つ目は、「お互いのがんばりを認め合う」こと。大会では、各学年の走りを応援しようと、他の
学年の子供たちが、励まし合い、互いのがんばりをたたえ合うことができました。
沿道で、子供たちの安全を見守ってくださったPTA役員の皆様、応援してくださった保護者、地域の
方々に心から感謝申し上げます。

風に向かって

めざす児童像

命を大切にし
元気に生きる児童

①健康教育の推進
②食に関する指導の充実
③危機管理体制の整備
④幼・保、小、中の連携

めざす児童像③ たくましく

「命を大切にし元気に生きる児童」

本校では、校訓「かしこく なかよく たくましく」を基
に「めざす児童像」を掲げ、その実現に向けた教育活動
を行っています。「たくましく」では、「命を大切にし元気

に生きる児童」の育成を目指し、左図①～④の重点努力
事項を中心に実践を重ねています。
特に「①健康教育の推進」では、体育の授業や児童会
活動等を通して、児童を主体とした取組を行っています。
熊本県教育庁体育保健課が進める「くまもとスポ好き共

創プロジェクト」の「1学校1チャレンジ」の取組では、本
校の体育授業でのダンスを用いた準備運動（運動会オー
プニングで披露した全校ダンス）、保健委員会が進める
健康スタンプラリー等の取組が、運動やスポーツに対す
る意識の向上に向けた先進的な取組として評価されま
した。今後も、生涯に渡って、健康づくりや運動に親しむ
態度を育てる取組を進めていきます。


